
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

やはりいつもと違う夏休みに・・・ 

                                                    校長 椎橋 秀行 

 

新型コロナウィルス感染症の新規感染者数がなかなか少なくなりません。変異株の急増や医療崩壊、災害級

などという言葉も使われています。内地では、貴い命の危機にも瀕しています。 

 

私自身、中断していた治療や、結局は中止になった出張の関係で、約４週間内地にいました。 

家族以外との飲食はしない、密になる空間は避けるなど、十分に気をつけていたつもりでしたが、おがさわら

丸の乗船時の PCR検査は、結果が出るまでやはり不安でした。報道では、ある妊婦さんが感染を防ぐため、買

い物にも外出していなかったにもかかわらず、感染してしまった例が報じられていました。 

また、PCR検査も絶対ではありません。帰島後も、緊張した日々を送っています。 

 

小笠原村では、８月１６日に村の緊急事態宣言を発出し、早々に９月６日までの休校や入村規制などが決まり

ました。本校は、８月２５日から、中学３年生が修学旅行を予定していました。夏休みに入る前は、緊急事態宣言

の期限が８月２２日までで、仮にそれが延長された場合の対応策も考え、実施する方向で動いていました。 

しかし、残念ながら、新型コロナウィルス感染症の拡大は、それをはるかに超えてしまいました。この時期の実

施は、不可能になってしまいました。 

 

８月１９日には、児童生徒の全家庭に教職員が手分けをして連絡をいれました。全員が元気なようでホッとし

ました。同時に、多くの教職員が、一度内地に帰っています。帰島してから２週間の行動規制にのっとり、学校で

も、勤務に注意を促しています。 

 

 「これまでと違う」ということ、これまでも何回も感じてきました。しかし、この夏休みの間の危機感は、本当

にこれまでと違うと感じています。ワクチンの接種も含め、「絶対」ということはやはりないということを考慮に

いれ、今後のことを進めていかなければいけないと実感しています。 

 

９月７日に 2学期が始まります。2学期にもいろいろな行事があります。休校による行事予定の変更もあり

ます。さらに、今までと同じようにいくとは限りません。難しい判断をしなければならないこともあると思われ

ます。 
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父島移動教室 

小学校 第６学年担任 

 ７月中旬、１学期が終わりを迎える頃、

６年生は２泊３日の父島移動教室に臨みま

した。７人の子供達は、事前学習・準備の

段階から、この時をとても楽しみにしてい

るのが、行動の１つ１つから伝わってきま

した。 

 なかでも、出発式や到着式では、一人一

人が自分の思いをしっかりと述べ、父島移

動教室に臨む熱い思いを、感じることがで

きました。保護者の皆様には、元気の出る

お見送り・サプライズありのお出迎えと、

とても暖かい雰囲気をつくっていただきま

した。どうも、ありがとうございました。 

 さて、父島に到着してからが本番！初日から

大忙しのスケジュールが待っていました。 

 今回の学習テーマは、主に、『働くというこ

とについて考える』・『母島と父島の違いを見

付ける』の２点。自然に関する仕事を担当され

る方々から、様々なお話を聞きました。 

１日目は、まず、国立天文台 VERA に向か

いました。天の川の大きさを調べる途方もない

研究を聞いて、想像できない宇宙の大きさを実

感しました。続いては、宿舎にて I－Boによ

るオガサワラオオコモウリの学習。母島にも居

ますが、明らかになった生態を聞くと、お間抜けなところに愛嬌を感じてしまいました。子供達

に、大人気の動物でした。 

 ２日目は、気象観測所での学習からスタート。ラジオゾンデにまつわる豆知識の数々に、みん

な興味津々でした。続いての南島遊覧は、私たちだけが上陸しているという状況に大興奮、本当

に貴重な時間を過ごすことができました。ハートロックカフェでお昼ご飯を楽しんだ後は、島内

を巡って、水産センター・世界遺産センターへ足を運びました。小笠原の自然を支える取り組

み、希少生物の行方を教わることで、今一度、小笠原という地の重要性を学びました。 

 一人一人心に残った部分は異なっており、出来上がった学習のまとめを７つ並べると、３日間

の軌跡を垣間見ることが出来たのは、思い出の１つです。 

 学習だけではありません。宿舎での室内レクリエーションでは、子供達が企画した遊びで先生

達と一緒に大笑いしました。食事時には、仲間と協力しながら、時間を意識して、自ら動く姿勢

を学びました。 

子供達にとっては、まだまだ他にも多くの思い出や成長があると思われます。卒業アルバムの

１ページは素敵なものが出来上がりそうです。素晴らしい１学期の締めくくりでした。 



 

特別支援教室 ヤシの木教室 

   ヤシの木教室担当 

ヤシの木教室では、生活面や学習面につまずきを感じている児童に対し、児童の特性に応じた

指導を行っています。指導時間は、週に１～２時間程度です。 

 

ヤシの木教室では、このような願いをもって指導しています。 

・自分の力を発揮し、楽しい学校生活を送ってほしい。 

・友達と上手にかかわったり、集団での活動にうまく参加したりすることができるようになって

ほしい。 

・物事にこだわりすぎず、自分の気持ちや行動をコントロールできるようになってほしい。 

・集中力をつけて、落ち着いて学習に取り組めるようになってほしい。 

・自分の気持ちや思いを表現できるようになってほしい。 

・学習や運動で苦手なことにも、諦めないで取り組めるようになってほしい。 

 

ヤシの木教室へのご質問、お子様の発達や学校生活での不安等のご相談がありましたら、お気

軽にお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

保健室より 

養護教諭 

 

母島小中学校に赴任して５か月が過ぎましたが、保健室での様子で一番驚いたことは来室者の

少なさです。けがをしない高い身体能力をもっていること、そして体調不良にならない生活習慣

の確立ができていること、どちらもとても素晴らしいことです。 

また、もう一つ驚いたことは、外部講師を招いた保健学習が充実しているところです。１学期

には、小学生を対象にしたブラッシング指導と、中学生を対象にした心肺蘇生法講習が実施され

ました。ブラッシング指導では、ハブラシやデンタルフロスを用いた実践をしたり、個々の歯並

びに応じた磨き方のアドバイスをいただいたりしました。染め出しを行った子供たちは、「ここ

の歯が真っ赤！」「意外とちゃんとみがけていた！」など、熱心に自分の歯を観察している様子

が伺えました。心肺蘇生法講習では、胸骨圧迫やＡＥＤの操作の練習を、２つのグループに分か

れて行いました。実際に校内のＡＥＤがある場所に取りに向かったり、長時間の胸骨圧迫をみん

なで交代しながら協力して行ったり、本番を想定した実りある演習にすることができました。 

現在、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るっていますが、母島小中学校の良さを生かし、

子供たちの健康を守っていきたいと思います。今度とも、ご協力よろしくお願いいたします。 

ヤシの木教室は、みんなの「できる」を増やす学習をします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

９月の主な行事予定 

１ 水  16 木 (中２)都学力テスト意識調査 

２ 木  17 金 水泳指導終 (中１)都学力テスト意識調査 

３ 金  18 土  

４ 土  19 日  

５ 日  20 月 敬老の日  

６ 月  21 火 秋の交通安全運動～３０日 

７ 火 
始業式 ４時間授業 発育測定   

あいさつ運動（教員のみ）～13 日 
22 水 (小 456)都学力テスト意識調査 

８ 水  23 木 秋分の日  

９ 木 (小)ユネスコ集会 24 金 (小３～中)自衛隊南極授業 

10 金 (小)委員会 25 土  

11 土  26 日  

12 日  27 月 交通安全教室 

13 月 安全指導  (中)中朝礼  (小)クラブ 28 火  

14 火 (小 6)タコノ葉学習 29 水  

15 水 (中)委員会 (中１)都学力テスト意識調査 30 木 (小)図書委員会集会  (中)役員会選挙  

 

 

生活目標 

「規則正しい学校生活を送ろう」 

・２学期に向けて自分の生活を振り返ろう。 

・あいさつをして、気持ちのよい学校生活を送ろう。 

・夏休みに取り組んだ学習の成果を発揮しよう。 

安全指導 １３日（月） 

｢地震・津波などの災害時における安全確保｣ 
が重点目標です。 

 地震・津波などの災害時に起こりうる危険性を考

え、安全確保のために必要な事柄について指導しま

す。また、災害時に自分でできること、協力してみん

なのためにできることについて話し合い、いざという

ときに実行できるように指導します。 

避難訓練 延期 

 村の防災訓練に参加し、地震発生による津波の来襲

を想定した避難訓練を行う予定ですが、村防災の延期

に伴い、避難訓練も延期となりました。実施日は決ま

りましたらお知らせします。 

交通安全教室 ２７日 

9 月２７日（月）3 校時（低学年）、４校時（高学

年、中学生）に、交通安全教室を行います。 

小学校では校庭の特設コースを 

実際に自転車で走行しながら、 

正しい交通ルールを学びます。 

 

 

 

◆水泳指導終了（休校措置により変更しました） 

  ９月１７日（金） 

※小学校プール納めは公開せず学年のみで行います。 

◆学校公開・道徳授業地区公開講座 

１０月 9日（土） 

◆学芸会 

  １０月３０日（土） (予備日１１月６日（土）) 

※振替休業日１１月１日（月） 

◆小学校たてわり遠足 

  １１月２０日（土） 

◆ロードレース大会 

  １２月 ８日（水） 

◆終業式  

１２月２４日（金） 

※感染症の状況等により、変更の可能性もあります。 

 

９月の生活指導 ２学期の主な行事予定 

 

  

向島・平島校外学習（小 4,5・中１)は、休校措置

に伴い、１０月に延期いたします。詳しい日程につい

ては調整中です。 

向島・平島校外学習(小 4,5・中１)について 

 

  
今年度の PTA 体育部によるプール開放は、感染拡

大防止のため、中止となりました。 

PTA プール開放について 


